
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

紀伊山地の霊場と参詣道（熊野古道）
世界遺産登録10周年記念

7-2014尾鷲市健康ウォーキングサポーター
（ココカラOWASE）

世界遺産登録20周年にむけてまだまだ歩きます



尾
鷲
市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

　

市
制
施
行
60
周
年
を
祝
う
式
典
が
、
６
月
22
日
㈰
午
後
１
時
か
ら
市
民
文
化
会
館
（
せ
ぎ
や
ま
ホ
ー
ル
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
多
く
の
市
民
を
は
じ
め
国
会
議
員
・
県
議
会
議
員
・
市
議
会
議
員
・
市
内
の
関
係
団
体
の
代

表
者
・
市
関
係
者
な
ど
が
出
席
。
尾
鷲
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
で
は
じ
ま
り
、
60
年
の
歩
み
、
開

会
の
辞
、
市
長
・
市
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
、
市
政
功
労
者
等
表
彰
、
来
賓
祝
辞
、
祝
電
披
露
、
万
歳
三
唱

と
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
尾
鷲
節
踊
り
や
寄
せ
太
鼓
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
池
田
雅
之
氏

に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
記
念
式
典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

熊
野
古
道
世
界
遺
産
登
録
1 0
周
年
を
記
念
し
て

８
団
体
が
特
別
表
彰
さ
れ
ま
し
た

共に創り
　未来につなぐ
　　　誇れるまち 次代を担う 地域を支える

産業を支える「おわせ人づくり」

❷



❸

　尾鷲高等学校吹奏学部による楽しい曲紹介と演奏が
披露されました。勢いある演奏で、会場の雰囲気や観
覧する人たちの心をたちまち活気づけ、式典にいろど
りを添えました。

　表彰式、来賓挨拶、祝電披露、子どもたちによる万
歳三唱後に披露された尾鷲節踊りや寄せ太鼓。キレの
ある動きや迫力に魅了されました。

　「暮らしの中に生きる熊野と伊勢の神話伝承」と題
して、ボランティア、この地域の神話、自然環境に恵
まれていることを活かしたまちづくりなど、多岐にわ
たる話の講演となりました。

共に創り
　未来につなぐ
　　　誇れるまち 次代を担う 地域を支える

産業を支える「おわせ人づくり」



地方自治功労
（故）伊 藤 允 久

市 制 施 行 6 0 周 年 功 労 者 （敬称略）

地方自治功労
真 井 紀 夫

地方自治功労
三 鬼 和 昭

地方自治功労
中 垣 克 朗

地方自治功労
神 保 美 也

人権擁護功労
稲 葉 充 子

健康福祉功労
内 山 千 惠

産業振興功労
眞 井 靖 文

文化功労
山 本 和 彦

文化功労
池 田 比 早 子

文化功労
世 古 効 史

市
政
功
労
賞

市
長
表
彰

地域美化活動表彰
大 川 幸 美

地域美化活動表彰
東 　常 一

地域美化活動表彰
大 川 清 也

地域美化活動表彰
榎 本 隆 文

❹

馬越自治会

ルーパーの会

浄の城つつじ祭り実行委員会

NPO法人天満浦百人会

　熊野古道世界遺産登録10周年記念特別表彰　
やのはま道の会

おわせ海・山ツーデーウォーク実行委員会

おわせふるさとガイドの会

馬
まごせとうげみちぶしんたい

越峠道普請隊

共に創り
　未来につなぐ
　　　誇れるまち 次代を担う 地域を支える

産業を支える「おわせ人づくり」



熊野古道を活かして守り伝えよう
～世界遺産登録10周年を考える～

■
文
化
的
景
観
の
価
値

　
熊
野
古
道
は
、文
化
的
景
観
が

優
れ
る
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。文
化
的
景
観
と
は
、

自
然
と
人
の
関
わ
り
が
生
み
出
す

景
観
の
こ
と
で
、そ
こ
に
生
き
る

人
々
の
歴
史
や
文
化
が
刻
ま
れ
た

も
の
で
す
。現
に
生
活
し
て
い
る

人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
も
の

で
あ
る
た
め
価
値
に
気
付
き
に
く

い
も
の
で
す
が
、異
な
っ
た
暮
ら

し
や
文
化
を
も
つ
人
た
ち
に
は
と

て
も
魅
力
的
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
の
歴
史
や
営
み

が
世
界
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
し

て
、
熊
野
古
道
は
誇
る
べ
き
宝
物

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

■
制
度
等
に
よ
る
保
護

　
伊
勢
を
起
点
と
し
て
熊
野
へ
と

向
か
う
熊
野
古
道（
伊
勢
路
）の
う

ち
、市
内
で
世
界
遺
産
に
あ
た
る

の
は
、馬ま

ご
せ越

峠
道
、八や

き
や
ま

鬼
山
道
、

三
木
峠
・
羽は

ご後
峠
道
、曽
根
次
郎

坂
太
郎
坂
で
す
。こ
れ
ら
は
世
界

遺
産
を
構
成
す
る
核（
コ
ア
ゾ
ー

ン
）と
し
て
国
史
跡「
熊
野
参
詣

道み
ち
伊
勢
路
」に
指
定
さ
れ
、文
化

財
保
護
法
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、そ
の
周
囲
約
50
ｍ
の

範
囲
は
、コ
ア
ゾ
ー
ン
に
及
ぶ
影

響
を
軽
減
す
る
た
め
の
緩
衝
地
帯

（
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
）と
し
て
、各

市
町
の
景
観
保
護
条
例
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
日
常
的
な
維
持
管
理

　
行
政
が
行
う
保
全
の
取
り
組
み

の
ほ
か
、熊
野
古
道
保
存
会
を
は

じ
め
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、地

権
者
や
林
業
施
業
者
の
人
々
、そ

の
ほ
か
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、

日
常
的
に
見
回
り
や
維
持
管
理
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。熊
野
古
道
を

歩
く
皆
さ
ん
の
た
め
に
、歩
行
に

支
障
が
あ
る
下
草
の
刈
り
取
り
や

安
全
確
保
の
た
め
簡
易
措
置
な
ど
、

コ
ア
ゾ
ー
ン
に
影
響
し
な
い
軽
微

な
必
要
最
小
限
の
範
囲
で
、さ
ま
ざ

ま
な
保
全
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
楽
し
み
方
い
ろ
い
ろ

　
熊
野
古
道
に
は
、実
に
さ
ま
ざ

ま
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。木
漏
れ

日
の
な
か
、尾
鷲
ヒ
ノ
キ
と
石
畳

や
木
の
根
道
が
織
り
な
す
景
色
の

美
し
さ
。雨
や
霧
の
古
道
も
お
も

む
き
が
あ
り
ま
す
。山
野
の
草
花
、

小
鳥
の
さ
え
ず
り
、風
に
そ
よ
ぐ

木
々
な
ど
四
季
折
々
の
自
然
。森

林
浴
な
ど
に
よ
る
癒
し
や
健
康
づ

く
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。道
中
記

や
民
話
な
ど
か
ら
、昔
の
旅
人
や

浦
村
の
暮
ら
し
に
思
い
を
は
せ
る

楽
し
み
。史
跡
や
文
化
財
、当
時

の
交
通
情
勢
や
林
業
な
ど
に
つ
い

て
学
ぶ
な
ど
地
域
の
歴
史
を
知
る

楽
し
み
。石
畳
や
沿
道
の
巨
岩
、

地
形
な
ど
か
ら
、太
古
の
地
殻
変

動
や
火
山
活
動
な
ど
を
知
る
地
学

的
な
楽
し
み
、な
ど
な
ど
。こ
の

よ
う
に
、自
然
や
歴
史
に
興
味
を

持
っ
て
郷
土
を
よ
り
深
く
知
る
機

会
、生
涯
学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
、伊
勢

神
宮
と
熊
野
三
山
を
結
ぶ
参
詣
道

と
し
て
の
魅
力
を
満
喫
す
る
楽
し

み
方
。伊
勢
か
ら
熊
野
に
い
た
る

道
中
全
て
を
歩
い
て
旅
す
る
こ
と

が
、最
も
こ
の
魅
力
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
贅ぜ

い
た
く沢

な
楽
し
み
方
で

す
。こ
う
し
た
旅
を
一
人
で
も
多

く
の
人
が
楽
し
ん
で
く
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
、街
道
沿
い
を
活

気
づ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
分
か
ち
合
い
の
心
で

　
熊
野
古
道
が
世
界
遺
産
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、「
人
類
共
通
の

宝
物
」と
し
て「
未
来
に
引
き
継

い
で
い
く
」も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

自
分
の
気
持
ち
を
優
先
し
過
ぎ
た

行
動
は
、ほ
か
の
人
に
は
迷
惑
と

な
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。私
た
ち
が
魅
力
を
感
じ
た
今

そ
こ
に
あ
る
状
態
を「
自
分
の
も

の
に
し
た
い
」と
い
う
よ
り
、「
皆

で
分
か
ち
合
い
た
い
」と
い
う
気

持
ち
が
大
切
で
す
。

 

こ
の
宝
物
の
魅
力
を
末
永
く

人
々
に
感
じ
続
け
て
も
ら
う
に

は
、「
と
っ
て
い
い
の
は
写
真
だ

け
。
残
し
て
い
い
の
は
思
い
出
だ

け
」
と
、
こ
れ
く
ら
い
の
気
持
ち

で
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
私
に
も
で
き
る
こ
と

　
熊
野
古
道
を
守
り
伝
え
る
た
め

に
、誰
に
で
も
簡
単
に
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は「
歩
く

こ
と
」で
す
。道
は
、人
が
歩
く

こ
と
に
よ
っ
て
道
と
し
て
維
持
さ

れ
ま
す
。人
が
歩
か
な
く
な
っ
た

道
は
、次
第
に
荒
れ
果
て
て
し
ま

い
ま
す
。

　
ま
た
、熊
野
古
道
は
文
化
遺
産

と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。文
化
と
は
人
の
関
わ
り
が

あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
、人
の

関
わ
り
が
な
い
と
こ
ろ
に
文
化
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
人
が
歩
き
、歩
い
た
こ
と
を
話

す
・
伝
え
る
・
語
り
継
ぐ
と
い
っ

た
こ
と
が
、地
域
の
宝
物
を
活
か

し
て
守
り
伝
え
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
生
涯
学
習
課

☎
�
８
２
９
３

　
７
月
７
日
㈪
、熊
野
古
道
が「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道み

ち

」と

し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
10
周
年
を
迎
え
、こ
れ
を
記
念
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
や
取
り
組
み
が
、市
内
外
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
と
人
々
の
暮
ら
し
や
歴
史
・
信
仰
な
ど
と
の
関
わ
り
に

よ
っ
て
、
今
日
ま
で
残
さ
れ
て
き
た
地
域
の
宝
物「
熊
野
古
道
」。

　
今
号
で
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
は
身
近
に
感
じ
る
熊
野
古
道
の
魅

力
と
価
値
の
再
確
認
、ま
た
熊
野
古
道
を
活
か
し
て
守
り
伝
え
る
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

❺



　今年も三木里ビーチの季節がやってきます！！
　海開き当日には各種イベントも開催します。
　友だちや家族と一緒に、美しい三木里ビーチで楽しい夏のひとときを過ごしましょう！！また、同日
には、協賛イベントとして二人乗り艇を使用したシーカヤック体験も開催されます。
　この機会に参加してみてはいかがでしょうか。（※要事前申し込み）

海開き当日の催し　※雨天の場合、神事のみ決行し、イベントは中止となります
◆神事　午前10時 ～
◆ステージイベント（フラダンス、太鼓演奏）　午前10時30分 ～ 1 1 時
◆もちまき　午前１１時～

◇シーカヤック体験（※海開き協賛イベント）　体験料　１人 1,000円

１日３回（各回定員４人）　第１回　午前 9時30分～10時30分
第２回　午後０時30分～ １時30分
第３回　午後１時30分～ ２時30分

　お問い合わせ　三木里グリーンツーリズム　☎０９０・１２３４・３００８

その他の行事　海遊祭　　　　８月 ３日 ㈰
盆踊り　　　　８月15日 ㈮ ～16 日 ㈯
供養花火大会　８月16日 ㈯ 　　

お問い合わせ　三木里地区観光協会　☎�３０４６
水産商工食のまち課　☎�８２２３

７月６日㈰  三 木 里 ビ ー チ 海 開 き ！！

❻

熊野古道世界遺産登録10周年記念
手作り行燈で熊野古道を照らそう!!

　熊野街道沿いの北川橋より中井町通り、大鷲館通
り、紀望大通りまでの間に、市内の小中学生が作成
した約350個の行燈に光を灯し、次世代へつなぐ永
遠のメッセージとします。
　中井町通りについては、通り沿いの市民の皆さん
の協力で大行燈を設置します。

日　時　７月６日 ㈰　午後７時～10時
場　所　熊野街道沿いの北川橋より中井町通り、大
　　　　鷲館通り、紀望大通りまでの間

お問い合わせ　生涯学習課　☎�８２９３



　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
一
九
九
五
年
、

岐
阜
市
の
岐
阜
天
文
台
で「
全
国

の
天
体
観
測
施
設
の
会
」の
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ー
ム
が
開
か
れ
た
時
に
決

ま
り
ま
し
た
。
三
人
の
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
の
内
、国
立
天
文
台
広
報
普

及
室
長（
現
副
台
長
）渡
邊
潤
一
氏

が「
バ
ー
ド・ウ
ィ
ー
ク
が
あ
る
ん

だ
か
ら
、ス
タ
ー
・
ウ
ィ
ー
ク
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
」と
提
案

さ
れ
ま
し
た
。壇
上
の
四
国
久
万

高
原
と
尾
鷲
市
立
天
文
科
学
館
の

二
人
も
即
座
に
大
賛
成
し
て
、決

ま
り
ま
し
た
。そ
の
日
の
う
ち
に

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ

ザ
イ
ン
ま
で
話
が
進
み
、順
調
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
尾
鷲
の
天
文
館
も

発
足
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
ス

タ
ー・ウ
ィ
ー
ク
を
誇
り
に
思
っ

て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
「
巨
大
彗
星
」に
な
る
と
予
測
さ

れ
た
昨
年
秋
の
ア
イ
ソ
ン
彗
星
は

太
陽
に
近
づ
き
過
ぎ
た
た
め
分
解・

消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。早
朝

何
回
か
尾
鷲
湾
の
堤
防
上
で
確
認

観
測
を
し
ま
し
た
が
，痕
跡
は
確

認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
年
１
月
22
日
、お
お
ぐ
ま
座

の
Ｍ
82
内
部
で
，比
較
的
明
る
い

超
新
星
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。明

る
い
時
間
が
長
か
っ
た
た
め
、何

度
も
観
測
で
き
ま
し
た
。こ
こ
数

十
年
で
最
も
明
る
い
超
新
星
の
一

つ
で
す
。(

超
新
星
＝
恒
星
が
そ
の

最
後
に
大
爆
発
す
る
現
象
）

　
さ
て
、七
夕
の
星
々
が
実
際
に
は

ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
か
、ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
肉
眼
で
は
天
の
川
を
泳
い
で
い

る
よ
う
な
は
く
ち
ょ
う
座
を
囲
ん

で
、織しょく
じ
ょ
せ
い

女
星・牽けんぎ
ゅ
う
せ
い

牛
星
が
見
え
ま
す
。

そ
れ
を
結
ぶ
と
夏
の
大
三
角
形
が

出
現
し
ま
す
。双
眼
鏡
で
観
る
と
，

織
女
星
を
中
心
に
、小
さ
い
三
角
形

が
見
え
ま
す
。ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
で
空
の
暗
さ
と
視
力
を
試
す
三

角
形
で
す
。

　
相
変
わ
ら
ず
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
明
る
く
観
ら
れ
ま
す
。

　
市
制
60
周
年
を
記
念
し
て
、宇

宙
服
体
験
な
ど
、八
月
三
日
を
中

心
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

★
七
夕
星
ま
つ
り

　
ク
イ
ズ
・
ゲ
ー
ム
等

　
い
ん
石
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
。

　
日
時　
７
月
25
日
㈮

　
午
後
６
時
30
分
～
９
時

　
自
由
参
加
・
要
入
館
料

★
星
の
物
語
り
を
楽
し
も
う（
工
作
）

　
自
作
の
星
座
早
見
盤
で
星
空
を

　
観
察
し
よ
う
。

　
日
時　
７
月
30
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

　
対
象　
小
学
４
年
生
以
上

　
　
　
希
望
者
は
20
人
ま
で

　
※
材
料
、用
具
は
用
具
し
ま
す
。

　
※
参
加
費
無
料
。

　
※
希
望
者
は
電
話
で
申
し
込
ん

　
　
で
く
だ
さ
い
。

★
ス
タ
ー
・
ウ
ィ
ー
ク

特
別
夜
間
観
望
会

　
日
時　
８
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭

　
午
後
７
時
～
９
時

　
自
由
参
加
・
参
加
費
無
料

　
※
１
日
㈮
と
２
日
㈯
は
曇
・
雨

天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

★
お
わ
せ
港
ま
つ
り
協
賛

夜
間
観
望
会

　
日
時　
８
月
２
日
㈯

午
後
７
時
～
９
時

　
※
天
候
に
よ
り
変
更
と
な
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

　
※
自
由
参
加
・
参
加
費
無
料

　
15
セ
ン
チ
の
大
双
眼
鏡
で
見
る

　
花
火
は
迫
力
満
点
で
す
。

■
講
演　

「
宇
宙
と
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
」

　
日
時　
８
月
３
日
㈰午

前
10
時

　
場
所　
中
央
公
民
館

　
講
師　
佐
々
木
一
義
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
広
報
部
特
任
担
当
役
）

■
尾
鷲
星
宙
教
室
展

　
①
パ
ネ
ル
展
示

　
　
日
時　
７
月
25
日
㈮
～

８
月
10
日
㈰

　
　
場
所　
中
央
公
民
館

　
②
模
型
等
展
示

　
　
期
間　
８
月
３
日
㈰
～

10
日
㈰

　
　
場
所　
天
文
科
学
館

■
宇
宙
服
試
着
体
験

　
宇
宙
服（
レ
プ
リ
カ
）や
フ
ラ
イ

ト
ス
ー
ツ
を
試
着
・
記
念
撮
影
で

き
ま
す
。

　
日
時　
８
月
３
日
㈰
～10

日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時

（
天
文
科
学
館
開
館
時
間
中
）

※
ス
タ
ー
・
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
は
、

　
毎
日
夜
間
も
開
館
し
て
い
ま
す

　
会
場　
天
文
科
学
館

　
■
体
験

「
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
飛
ば
そ
う
」

　
日
時　
８
月
３
日
㈰

　
時
間　
午
後
１
時
半
～
３
時

　
対
象　
小
学
生
50
人

　
内
容　
か
さ
袋
ロ
ケ
ッ
ト
キ
ッ

　
　
　
　
ト
を
制
作
し
飛
距
離
を

　
　
　
　
競
う
。

　
※
要
事
前
申
し
込
み

　
※
申
し
込
み
方
法

　
　
７
月
７
日
㈪
か
ら
電
話
で

　
申
し
込
み
を
受
け
付
け（
先
着

　
順
）

　
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
生
涯
学
習
課

☎
�
８
２
９
３

８
月
の
第
１
週
は

ス
タ
ー・ウ
ィ
ー
ク

～
星
空
に
親
し
む
週
間
～

市
制
施
行
60
周
年
記
念

尾
鷲
星
宙（
ほ
し
ぞ
ら
）

教
室
２
０
１
４
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　昭和25年から続く尾鷲の夏の一大イベント、おわせ港まつり。
　市制60周年を迎える今年、毎年大人気な小学生以下対象の「 元気なチビッコ集まれ！魚つかみ大会 」を今回より
参加者は応募・抽選で決定することになりました！！

＜応募要項＞
【対象・人数】　小学生以下　250人（ 抽選により決定 ）
【条 　 　 件 】　当選ハガキと港まつり当日に開催されます尾鷲イタダキ市の補助券２枚が必要

　　　　　　 ※イタダキ市補助券はイタダキ市において 500 円 分購入ごとに１枚もらえます。
【応 募 方 法 】　往復ハガキに、郵便番号・住所・氏名（フリガナ）・電話番号・性別を明記のうえ、応募ください。

　　　　　　 ※ハガキ１枚につき１人として、お一人様何口でもご応募できます。
【応  募  先 】　〒５１９－３６０５　尾鷲市中井町12－14

　　　　　　 協同組合尾鷲観光物産協会　第64回おわせ港まつり実行委員会事務局
【応 募 締 切 】　７月11日 ㈮ 当日消印有効　
【当 選 発 表 】　厳正なる抽選のうえ、当選者の発表は返信ハガキでお知らせします。
【注 意 事 項 】　

【お問合わせ】
　　第64回おわせ港まつり実行委員会事務局（尾鷲観光物産協会内）

☎�８２６１ 受付時間　午前９時 ～ 午後５時

　詳しくは尾鷲観光物産協会ホームページ、また尾鷲観光物産協会facebookページまで
　　http://www.owase-kb.jp/（HP）
　　https://ja-jp.facebook.com/owasemarugoto（facebook)
　当日には魚つかみ大会の他、尾鷲イタダキ市やカッター大会、尾鷲節の披露などイベントがもりだくさん！
　もちろん、夜には約 3,000 発の花火大会が開催されます！
※おわせ港まつりでは、みなさまからの協賛金を募集しています。尾鷲観光物産協会までお問合わせください。

第64回おわせ港まつり
元気なチビッコ集まれ！魚つかみ大会の参加者募集

❽

事前応募
制

抽　選

●応募ハガキ１枚につき、１人の受付となります。応
　募ハガキ１枚で２人以上応募することはできません。
●当選ハガキがない場合は参加できませんので注意し
　てください。
●応募はハガキのお届け先（現住所）が日本国内の人
　に限らせていただきます。
●住所・氏名・電話番号など必要事項の記入もれ、応
　募の内容に不備がある場合は無効とします。
●応募いただいた郵便物の返却はしません。
●応募いただいた郵便物は募集終了後に廃棄します。

●お客様の住所が不明・転居等の理由により当選の連
　絡ができない場合は、当選の権利が無効となること
　があります。
●応募状況、および抽選結果に関するお問い合わせは
　お答えできないので予めご了承ください。
●やむを得ない理由により当選の連絡が遅れたりする
　場合がありますので予めご了承ください。
●ご応募いただく際にお送りいただいた郵便物は、当
　選の連絡、お客様へのお問合わせ、お客様からのお
　問い合わせ対応にのみ利用します。



　次の要件に該当する世帯は、市指定ごみ袋 1,800ℓ分の交付を受けることができます。
【交 付 要 件 】

・身体障害者手帳１級または２級
・療育手帳Ａ
・精神障害者保健福祉手帳１級 

　　※他の減免要件で既に指定袋の交付を受けている世帯は再度交付を受けることができません。
【必 要 な 物 】
　本人 ( 手帳を交付されている人 ) が申請される場合・・・本人の印鑑
　代理の人 ( 本人以外 ) が申請される場合・・・本人の印鑑と代理の人の印鑑が必要です。

【受付開始日】 　７月 16 日 ㈬
【申 請 窓 口 】    環境課 ( クリンクルセンター )、福祉保健課、各地区センター ( 旧出張所 )

　　　　お問い合わせ　環境課　☎�８２５１

【受付期間】　平成26年７月１日 ㈫ ～10月１日 ㈬
【受付場所】　福祉保健課
　　　　　　※平成26年７月１日 ㈫ ～11日 ㈮ の間は、中央公民館１階視聴覚室で午前9時から午後４時まで
　　　　　　　申請受付を行います。

◆各コミュニティーセンターでも申請受付を行います。受付日は、下記のとおりです。◆

受付日 受付会場 受付時間
７月 ７日 ㈪ 須賀利コミュニティーセンター 午前10時～午後３時
７月 ８日 ㈫ 三木浦コミュニティーセンター 午前10時～午後３時
７月 ９日 ㈬ 三木里コミュニティーセンター 午前10時～午後３時
７月10日 ㈭ 古　江コミュニティーセンター 午前10時～午後３時
７月11日 ㈮ 賀　田コミュニティーセンター 午前10時～午後３時
７月14日 ㈪ 早　田コミュニティーセンター 午前 ９時30分～11時30分
７月14日 ㈪ 九　鬼コミュニティーセンター 午後 １時 ～３時
７月15日 ㈫ 曽　根コミュニティーセンター 午前 ９時30分～11時30分
７月15日 ㈫ 梶　賀コミュニティーセンター 午後 １時 ～３時

【必要書類】　送付した申請書、印鑑（ゴム印不可）、通帳、保険証などの身分証明書、年金の平成26年度分額改定
　　　　　　通知書（ 該当者のみ）、加算対象となる各種手当の受給者証等（該当者のみ）　

【臨時福祉給付金】
　平成26年４月からの消費税率の引き上げに際し、
所得の低い人への負担の影響に鑑み、暫定的・臨時的
な措置として支給します。

（１） 対象者
　　平成26年１月１日時点で尾鷲市に住民票があり、
　平成26年度の市民税均等割が課税されていない人
　　※市民税均等割が課税されている人の扶養になっ
　　ている人や、生活保護制度の被保護者等は対象外

（２） 給付金額
　　対象者１人につき１万円を給付
　　※給付対象者のうち、老齢基礎年金、障害基礎年
　　金、遺族基礎年金等の受給者や、児童扶養手当、特
　　別児童扶養手当等の受給者は５千円を加算

【子育て世帯臨時特例給付金】
　平成26年４月からの消費税率の引き上げに際し、
子育て世帯への影響を緩和し、子育て世帯の消費の
下支えを図る観点から、臨時的な給付措置として支
給します。

（１） 対象者
　　平成26年１月分の児童手当受給者で、平成25年
　中の所得が児童手当の所得制限限度額を超えない人
　　※対象となる児童が臨時福祉給付金の対象者や
　　生活保護制度の被保護者等である場合は対象外

（２） 給付金額
　　平成26年１月分の児童手当の対象となる児童
　１人につき１万円を給付

❾

左記のいずれかの交付を受けている人がいる非課税世帯
( ※世帯員すべてが非課税であることが条件です。)



　75歳以上（65歳で、一定の障がいがあり、申請により広域連合の認定を受けた人を含む）の人を対象とした後期高
齢者医療制度は、急速な高齢化に伴い医療費支出が年々増加するなかでも、将来にわたって安心して医療が受けられ
よう創設された制度で、保険料（約１割）、現役世代からの支援（約４割）、公費（約５割）を財源とすることで、より安定
化が図られた医療制度です。今号では、この後期高齢者医療制度に関する大切なお知らせをします。
■８月１日 ㈮ から保険証（被者）が変わります！ 
　７月下旬ごろ、 後期高齢者医療制度の新しい保険証 (若草色 )が、三重県後期高齢者医療広域連合から簡易書留郵
便で送付され ます。現在使用している保険証(ピンク色)は有効期限が７月31日 ㈭ までですので、８月１日㈮からは
必ず新しい保険証を使用してください。
■一部負担金の割合の変更（基準収入額適用申請）について
　医療機関窓口での負担が３割の人でも、平成25年中の収入によっては負担が１割になる申請ができます。これに
該当する人には、市役所から『申請書』や『お知らせ』を送付しますので、届いた人は申請してください。
　※７月末までに申請された人は８月から、８月以降に申請された人は申請月の翌月から変更となりますのでご注
　　意ください。
■高額な医療費の窓口負担額減額手続きについて
　世帯全員が住民税非課税である場合、通院及び入院で高額療養費の対象となる高額な医療費を負担されるときは、
事前に手続きをすると、窓口での支払いを自己負担額限度額までにとどめることができる『 限度額適用・標準負担額
減額認定証』の交付が受けられます。また、入院の際に提示すると食事代も減額されます。
※現在、認定証をお持ちの人で、昨年度に引続き世帯全員が住民税非課税の場合には、今回お送りする保険証の封筒
　に『申請書』や『お知らせ』を同封しています。
※認定証は、申請した月の１日までしかさかのぼり出来ませんのでご注意ください。また、認定証は病院等の窓口へ
　提示しなければ減額を受けられませんので、必ず病院等の窓口へ提示してください。
※住民税課税世帯の場合、事前の手続きは不要です。医療機関等で保険証を提示してください。
■医療費通知について
　平成26年１月１日から平成26年12月31日までかかった医療費の総額（10 割）について、平成27年３月下旬ごろ
送付します。こちらの通知が不要な人は、平成27年１月31日までに、市民サービス課へご連絡ください。
■はり・きゅう、あん摩・マッサージ、柔道整復（整骨・接骨）の施術の申請につい て
　「 療養費支給申請書」の内容を確認したうえで、必ず署名・押印してください。
　「 療養費支給申請書」は、施術を受けた人が施術費用の一部を後期高齢者医療広域連合に請求し、支払いを受ける
ために必要な書類です。
　傷病名・日数・金額等をよく確認したうえで、委任欄へ自分で署名・押印してください。
　（柔道整復師の施術は署名のみです。）
■後期高齢者健康診査について
　この健診は、健康管理と、生活習慣病やその予備群の人を早期に発見することを目的として年１回行います。
　病気がいち早く見つかれば早めの対処で重症化を防ぐことも可能になります。いつまでもすこやかに過ごしてい
くために、年に一度は健診を受けましょう。自己負担額や健診項目については次のとおりです。
　○ 受 診 場 所：病院・診療所など(受診券の封筒に受診医療機関一覧を同封しています)
　○ 受 診 期 間：７月から11月までの間(受診を希望する各医療機関に事前に連絡してください)
　○ 自己負担額：住民税課 税世帯 の 人・・・500 円 住民税非課税世帯の人・・・200 円
　○ 健 診 項 目：問診、身体計測、診察、血圧測定、血液検査、尿検査、心電図
　　※眼底検査については、医師の判断により受診することができます。そのほか、詳しくは、６月下旬に三重県後期
　　　高齢者医療広域連合から送付された案内をご覧ください。
　○ 健診結果について心配なことやわからないこと、相談したいことなどがありましたら、福祉保健課へお問い合
　　 わせください。
■健康増進法健康診査について
　医療保険に加入していない人についても『健康増進法健康診査（75 歳以上）』が行われます。
　対象となる人には、福祉保健課健康長寿推進係から案内が届きます。

お問い合わせ　三重県後期高齢者医療広域連合  ☎０５９・２２１・６８８３
　　　　　　　市民サービス課  ☎�８１９３　 福祉保健課  ☎�３８７１

後 期 高 齢 者 医 療 制 度 の お 知 ら せ
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「自分は大丈夫と・・・」言わずに、「自分自身の健康管理に」「将来の保険税を上げないために」

今年こそ、年に一度の特定健康診査を受けましょう!!
【 特定健診・特定保健指導の流れ 】

　① 健診案内と受診券が届きます（6月下旬）
　　対象者：今年中に40～74歳（一部75歳）になる人で受診日において
　　　　　 国民健康保険の被保険者である人

　② 特定健診を受診します（ 受診する医療機関には事前に連絡をしてください。）
　　受診場所：病院・診療所など（受託医療機関）
　　受診期間：7月１日から11月末日まで
　　持 ち 物：国民健康保険証、受診券、質問票など
　　自己負担：500円
　　健診項目：問診・身体計測・診察・血圧測定・血液検査・尿検査

　③ 結果の通知・特定保健指導対象者の選定
　　受診者全員に結果を通知します。また、メタボリックシンドロームの判定結果と生活習慣を改善する必要性の度
　　合いで「動機付け支援」対象者と「積極的支援」対象者を選定。対象者には10月以降、利用券と教室の案内を郵送
　　します。

　④ 特定保健指導を受ける（案内を郵送します）
　　利用券と教室の案内が郵送された人は、保健師や栄養士による次の支援が受けられます。

　　　■動機付け支援　　自分の生活習慣の改善点に気づき、自分で目標を設定して、それを行動に移すために必要
　　　　　　　　　　　　なサポートが受けられます。
　　　■積 極 的 支 援    健診の判定を改善するために、実践できる目標を自分で選択して、継続的に実行するため
　　　　　　　　　　　　に必要なサポートが受けられます。

　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ　　特定健診　　市民サービス課　☎�８１９３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定保健指導・健康増進法健康診査　　福祉保健課　☎�３８７１

国民健康保険高齢受給者証が更新されます!!

　70歳から74歳までの国民健康保険に加入している人は、７月下旬に新しい「 国民健康保険高齢受給者証 」を郵送
でお届けします。
　現在ご使用の高齢受給者証は７月31日 ㈭ までの有効期限になっていて、８月以降は使用できなくなります。
　８月１日 ㈮ 以降に医療機関で受診するときは、新しい国民健康保険高齢受給者証と国民健康保険被保険者証を
提示してください。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ　　市民サービス課　☎�８１９３

特定健康診査・特 定 保 健 指 導 に つ い て

国民健康保険高齢 受 給 者 証 の 更 新 に つ い て

⓫
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『尾鷲市防災メール』の配信登録について
尾鷲市防災メールの配信を登録すると、気象警報や防災行政無線放送の内容などが、メールで配信されます。次のアドレスに
アクセスし、案内に従って登録してください（携帯電話の場合、左下のＱＲコードが便利です）。なお、防災情報メールが受信
できるよう、必要に応じて『迷惑メール防止機能の設定』を変更してください。
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８
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１
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お問い合わせ　市民サービス課　☎�８１６１

免除（全額免除・一部免除）申請
　本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下の場合
に、申請手続きをすることにより、保険料の納付が全額
免除または半額免除などの一部免除となります。なお、
一部免除（一部納付）については、一部免除保険料を納
付しないと未納期間となりますので、必ず納付してくだ
さい。

“社会を明るくする運動”
７月は強調月間です!!

　犯罪や非行のない明るい社会を築くためには、わたしたち一人ひとりが犯罪や非行を地域社会全体の問題として受
け止め、地域・家庭・学校などが一体となってこの問題に取り組むことが大切です。市では７月の『青少年の非行問題に
取り組む全国強調月間』、『「ダメ。ゼッタイ。」普及運動』などに合わせ、尾鷲保護区保護司会尾鷲支部・尾鷲紀北更生保護
女性会尾鷲支部が青少年育成市民会議などの関係機関・団体と合同で、街頭啓発活動を行います。
　今年で「社会を明るくする運動」も64回目を迎えました。社会を明るくする運動とは、すべて
の国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場で
力を合わせ、犯罪や非行のない地域社会を築こうとする全国的な運動です。
　近年、犯罪が深刻な脅威として社会の重大な関心事となっています。特に、一般刑法犯検挙人
員中の再犯者人員や再犯率は増加・上昇傾向にあり、犯罪や非行のない明るい社会をどのように
実現していくかが急務の課題となっています。このようななか、家庭や学校、関係機関・団体が連
携を強め、誰もが幅広く参加できる犯罪予防活動を展開することで、希薄になった地域の連帯や家族の絆を取り戻
し、夢や希望を持って互いに支え合う、安全で安心して暮らせる明るい地域社会づくりを進めていくことが大切です。
　犯罪や非行が生まれるのは地域社会であり、また罪を犯した人や非行をした少年の更生を促す場も地域にほかなり
ません。そしてその更生を実効あるものにするためには、本人の意欲と併せて、『犯罪や非行を防止し、立ち直りを支え
る地域のチカラ』が不可欠です。この機会に、わたしたちも家庭や地域でできることを考えましょう！！
街頭啓発活動　日 時　７月３日 ㈭ 　午後４時～
　　　　　　　場 所　主婦の店せぎやま店前・セントラルマーケット前・サンバースト前・プライスカット尾鷲店前

お問い合わせ　福祉保健課　☎�８１９２

国民年金保険料免除制度について

若年者納付猶予申請
　30歳未満の人で、本人、配偶者の前年所得が一定
額以下の場合に、申請手続きをすることにより、保険
料の納付が猶予されます。

　保険料を未納のまま放置すると、将来の老齢基礎年金を受給できない場合や、いざというときの障害基礎年金・遺族
年金を受給できない場合があります。
　保険料を納めることが経済的に困難な場合には、ご本人の申請手続きによって、免除制度の申請ができますのでご
相談ください。

学生納付特例申請
　学生の人で本人の所得が一定額以下の場合に、申請手
続きをすることにより、保険料の納付が猶予されます。

（在学証明が必要）

申請免除周期
　学生納付特例申請は４月から翌年の３月まで、その
他の申請は７月から翌年６月までで、それぞれ４月、
７月申請についてのみ、前年分の受付も可能です。過
去２年間の未納分についても免除申請が可能となる
場合があります。詳しくはお問い合わせください。

毎年の申請が不要
　全額免除・納付猶予の承認を受けられた人が、翌年度
以降引き続き、全額免除・納付猶予の承認を希望する場
合には、翌年度からは申請が不要となります。（ 失業に
よる特例免除の人は対象外となります）

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
「就労・住居等の生活基盤づくりにつながる取組の推進」

社会を明るくする運動重点事項
「立ち直りを支える取組についての協力の拡大」

⓭

シンボルマーク
「ひまわり」



【応募資格】 高校生
【テ ー マ】 税に関すること（税に関して自分で思ったこと、考えたこと、体験したことなど）
　　　　　 ※応募作品は、応募者本人が創作した未発表の作品に限ります。

【募集締切】 ９月５日 ㈮ 必着
【提 出 先】 最寄りの税務署
　　※詳しくはお問い合わせいただくか、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/)をご覧ください。

お問い合わせ　　尾鷲税務署　☎�２２２２

手づくり絵本教室
　夏休み絵本教室は、今回で26回目を迎えます。
　ストーリーを考え、絵を描き、製本まで１日で仕上
げます。
　世界でたった１冊の絵本を作ってみませんか？
日　時　 ７月23日㈬　午前９時30分 ～ 午後４時
場　所 　中央公民館３階　大会議室 　
テーマ   しかけえほん
対　象 　幼児・小学生 30人（幼児は保護者同伴）
指導者   東 勝美さん・大形弥生さん
材料費   一人　４００円
持　物   弁当・水筒ほか
※申込受付 ７月５日 ㈯ ～　電話可

お問い合わせ　図書館　☎�８２８２

たのしい理科教室
　今回の理科教室では、道端の小さな草花などを使っ
てしおりを作ります。
　夏休みのひととき、読みかけの本に挟むしおりを作
りませんか？
日　時　８月22日 ㈮ 　午後１時30分～４時
場　所　中央公民館２階　調理室
テーマ　身近な草花でしおりを作ろう
対　象　小学生 20 人
指導者　山本和彦さん
参加費　無料
 ※申込受付 ７月22日 ㈫ ～　電話可

お問い合わせ　図書館　☎�８２８２

ふれあいバス車両を更新しました

⓮

　平成 21 年７月に運行を開始したふれあいバス「尾鷲地
区」を巡回するバス車両は、５年が経過し、走行距離も
30 万ｋｍを超えていることから、公共交通として、安全・
安心な運行を維持・提供していくため更新しました。
　新しいバス車両には、足が上がりにくい人の乗車時の負
担軽減のために、スライドドアの開閉に合わせステップ
が自動で出し入れする電動補助ステップと大きい手すり
を取り付けています。
　平成 20 年度に尾鷲中学校の美術部生徒にデザインして
いただいたブリやツバキ、ヒノキなどを描いた車体デザイ
ンは、市民に親しまれていることから同じデザインにして
います。
　市民の皆さまのより一層のご利用をお願いします。

お問い合わせ　　市長公室　☎�８１３４



尾 鷲 市 職 員
◆職種・採用予定数
●事務職２人、建築技師１人、保健師１人、社会福
祉士２人
　昭和 60 年４月２日以降に生まれた人で、学校教育
法で定める大学・短期大学（高等専門学校を含む）・
高等学校以上を卒業した人、又は平成 27 年３月卒
業見込みの人。なお、建築技術職は、建築専門課程
を卒業又は卒業見込みの人、保健師、社会福祉士は、
資格取得済又は平成 27 年春季までに当該資格等を取
得見込みの人。
●試験内容（第１次試験）
◆教養試験
　卒業学歴ごとに、社会・人文及び自然に関する一
般知識並びに文章理解、判断推理、数的推理及び資
料解釈に関する一般教養について
◆専門試験
　建築技師、保健師、社会福祉士のみ実施
◆各種検査　事務適正検査・職場適応性検査
◆作文試験
　表現力などの能力についての記述試験（400 字詰
め原稿用紙２枚）
●前記のほかにも受験資格要件がありますので、詳
しくは試験案内書またはホ－ムペ－ジ（http://
www.city.owase.lg.jp/）をご覧ください。試験案
内書は、市役所総務課、各地区センター（旧出張所）
にあります。また市のホームページからもダウンロー
ドできます。
●試験日、会場　９月 21 日 ㈰  中央公民館３階
●受付期間　７月 17 日 ㈭ ～８月 12 日 ㈫
　午前９時～午後５時 15 分　（土・日・祝日は除く）

（８月 12 日 ㈫ のみ午後５時まで）
※第二次試験は 10 月下旬から 11 月上旬に実施予定

お問い合わせ　総務課　☎�８１１２

尾鷲総合病院職員
◆職種・採用予定数
●助産師・看護師・准看護師 10 人程度、薬剤師１人、
臨床検査技師１人、臨床工学技士３人
●受験資格
　各職種取得済みの人及び平成 27 年 4 月に取得見
込みの人
●試験日時　平成 26 年８月 10 日 ㈰ 午前 9 時から
●試験会場　尾鷲総合病院 5 階 講義室
●受付期間　6 月 23 日 ㈪ ～ 8 月５日 ㈫

午後 5 時まで
●提出物　履歴書（当院指定の用紙）、各職種免許証
の写し（取得見込み者は不要）、成績証明書、卒業証
明書（卒業予定証明書）

●採用年月日　平成 27 年 4 月 1 日
お問い合わせ  尾鷲総合病院　総務課 ☎�３１１１

三重紀北消防組合職員
◆職種・採用予定数　消防職員　７人
◆採用年月日　平成 27 年４月１日　
◆受験資格  
①平成元年４月２日以降に生まれた人で採用後、組
合管内（尾鷲市・紀北町）に居住できる人
②学校教育法に基づく大学・短期大学（ 高等専門学
校）・高等学校を卒業、又は平成 27 年３月卒業見込
みの人
③普通自動車１種免許を持つ人、または平成 28 年３
月末までに取得見込みの人
④心身健全で消防業務に支障がない人
※他にも受験資格要件がありますので、受験案
　内をご覧ください。
◆募集期間
　平成 26 年７月３日㈭～７月 24 日㈭
  午前８時 30 分～午後５時 15 分

（土・日・祝日は除く）
◆提出書類（各１通）
受験申込書：消防本部消防総務課、海山消防署、紀
伊長島消防署にて交付
履歴書：全国高等学校統一用紙又は、市販用紙（ＪＩ
Ｓ規格）、写真貼付
最終学校の卒業（見込み）証明書
成績証明書
普通自動車１種免許証の写し（取得者のみ）
健康診断書（医療機関において発行するもの、３か月
以内のもの）※身長・体重・視力・色神・聴力・言語・
血圧・心電図・胸部Ｘ線・尿検査の 10 項目と既往歴・
異常所見
◆試験
第１次試験
日時　平成 26 年９月 21 日 ㈰ 午前 10 時～正午　
会場　県立松阪工業高等学校（松阪市）
内容　教養試験（大学、短大、高校別に実施）
　　　身体検査（健康診断書により判定する）
第２次試験
・平成 26 年 10 月中旬予定
※第１次試験合格者に直接通知
◆書類提出先・お問い合わせ
〒５１９－３６３９  尾鷲市中川 28 番 43 号
三重紀北消防組合消防本部 消防総務課 ☎�２０２１

職 員 を 募 集 し ま す
尾鷲市・尾鷲総合病院・三重紀北消防組合
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みんな白熱

 

暑さ対策で、例年より早い時期に各地
で運動会がおこなわれました。

笑
顔
で
ゴ
ー
ル

ダ
ン
シ
ン
グ
玉
入
れ

組体操ちからをあわせて

⓰



５/23㈮　新入消防団員の皆さんが真剣な
表情で各個訓練などに取り組んでいました。

６/２㈪  賀田小学校の児童と漁師さんでヒ
ノキを使ったイカの産卵床を作りました。

６/13 ㈮  三重紀北消防の地震・津波災害対
応訓練が事前通知なしで実施されました。

 

6/7㈯　ＮＨＫラジオ「民謡をたずねて」の
収録がありました。（放送予定７/５㈯ほか）

☆満１歳の赤ちゃんの写真大募集 !! 写真に赤ちゃんの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申し込みください☆

大
お お え

江　真
し ん た ろ う

太郎 くん
（宮ノ上町、父・真 一　母・舞 )

ママが大好き♡やんちゃで
甘えんぼうな真ちゃんです！！

堀
ほ り も と

本 悠
ゆ う だ い

太 くん
（桂ヶ丘、父・都一　母・礼子）

とても小さく産まれたけど、
こんなに大きくなりました！
まだまだ歩けないけど、ゆう
ちゃんのペースで、ゆっくり未
来へ歩いて行こうね♪

パパと遊ぶのが大好きな
あんちゃん。これからも面白い
顔をいっぱい見せてね。

佐
さ さ き

々木　寛
か ん な

菜 ちゃん
（栄町、父・誠 母・宏美)

お兄ちゃん大好き♡
かんなちゃん。たくさん笑って
元気に育ってね♡♡

内
う ち や ま

山 杏
あ ん な

奈 ちゃん
（新田町、父・立也  母・美紀)

⓱



　
今
回
は
図
書
館
に
関
係
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
お
は
な
し
会

　

図
書
館
で
の
お
は
な
し
会
に

は
、
赤
ち
ゃ
ん
向
け
の「
お
は
な

し
だ
っ
こ
」、幼
児
向
け
の「
お
は

な
し
の
時
間
」、小
学
生
向
け
の

「
お
は
な
し
の
広
場
」が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
の「
お
は
な
し

だ
っ
こ
」と「
お
は
な
し
の
広
場
」

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
担

当
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
は
な
し
だ
っ
こ
」は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
お
は
な
し

ポ
ケ
ッ
ト
」の
担
当
で
、
一
番
参

加
者
の
多
い
人
気
の
講
座
で
す
。

手
遊
び
や
わ
ら
べ
う
た
を
交
え
、

お
母
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
と
の
楽

し
い
時
間
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、「
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
」

は
毎
月
市
内
の
保
育
園
に
読
み
聞

か
せ
に
出
向
い
た
り
、
ち
び
っ
こ

ひ
ろ
ば
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
は
な
し
の
広
場
」
は
２
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
交
代
で
担
当

し
、
毎
回
工
夫
を
こ
ら
し
た
内
容

で
、
図
書
館
を
訪
れ
る
子
供
た
ち

に
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

◆
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
市
内
の
小
中
学
校
に
読
書
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
が
携
わ
っ
て
お
り
、

図
書
室
で
の
本
の
貸
出
し
や
返
却
、

本
の
修
理
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
、

学
校
図
書
館
の
運
営
に
欠
か
せ
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

図
書
館
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

を
開
い
た
り
、
本
の
貸
出
し
や
選

書
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
の
協
力
・

連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
寿
文
庫

　
図
書
館
の
寿
文
庫
の
歴
史
は
長

く
今
回
で
50
年
を
迎
え
ま
す
。
最

近
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
活
動

と
い
う
こ
と
で
、
注
目
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
寿
文
庫

の
活
動
を
ず
っ
と
支
え
て
く
れ

て
い
る
の
が「
寿
文
庫
運
営
委
員

会
」で
す
。
20
人
余
り
の
委
員
の

人
が
、
毎
年
活
動
の
啓
発
や
、
運

営
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
図
書
館
に
良
い
本
を
増
や
し

て
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
と
活
動
す
る
姿
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

◆
そ
の
他
に
も
ま
た
、
読
書
サ
ー

ク
ル「
ポ
ラ
ン
の
会
」も
、
小
学

校
や
幼
稚
園
に
読
み
聞
か
せ
に
出

向
き
、
図
書
館
の
休
館
日
に
は
、

書
架
の
整
理
を
手
伝
い
に
来
て
く

れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
図
書
館
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
に
来
て
下
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
共
通
す
る
こ

と
は
皆
生
き
生
き
と
し
て
活
動
的

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
お
は
な
し
会
に
出
向
い
て
い
る

グ
ル
ー
プ
は
、
街
で
子
ど
も
た
ち

に
会
う
と「
あ
、
お
は
な
し
会
の

お
ば
ち
ゃ
ん
や
、
ま
た
き
て
い
」

と
声
を
か
け
ら
れ
る
と
嬉
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　
図
書
館
活
動
の
一
環
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
が
、
素
敵
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
と
触
れ
合
う
こ

と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
変
良

い
刺
激
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
大

人
と
の
触
れ
あ
う
機
会
が
減
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、「
地

域
で
子
育
て
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
て
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
を
楽
し
ん
で
い
く
こ
と
も
大

事
な「
教
育
の
力
」だ
と
感
じ
ま

す
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

　
ハ
シ
キ
ン
メ
は
キ
ン
メ
ダ
イ
目

ヒ
ウ
チ
ダ
イ
科
ハ
シ
キ
ン
メ
属
の

魚
で
、
相
模
湾
以
南
の
西
部
太
平

洋
及
び
中
部
太
平
洋
に
分
布
し
て

い
る
深
海
魚
で
す
。
主
に
底
曳
き

網
で
漁
獲
さ
れ
、
尾
鷲
に
水
揚
げ

す
る
底
曳
き
網
の
基
地
が
あ
る
蒲

郡
や
尾
鷲
で
は
パ
ン
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
大
き
な
目
と
口
、
頭
部

や
鰓
蓋
に
は
鋭
い
棘
を
持
ち
、
深

海
魚
の
風
格
を
漂
わ
せ
て
い
ま

す
。
体
色
は
薄
い
赤
色
で
、
鮮
や

か
な
赤
色
の
ヒ
レ
が
き
れ
い
で

す
。
成
魚
は
30
㎝
ほ
ど
に
な
り
、

水
深
１
５
０
～
７
０
０
ｍ
の
深
海

に
生
息
し
て
い
ま
す
。
若
魚
は
沿

岸
に
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
、
稀
に
定
置
網
で
も
漁
獲
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の

５
月
に
は
、
市
内
の
定
置
網
で
毎

日
の
よ
う
に
ハ
シ
キ
ン
メ
が
漁
獲

さ
れ
、
多
い
時
に
は
数
百
キ
ロ
に

も
の
ぼ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど

ま
と
ま
っ
た
量
が
定
置
網
に
入
る

の
は
珍
し
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
尾
鷲
で
は
干
物
に
加
工
も
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
最
近
伊
豆
地
方
で

は
鮨
の
ネ
タ
と
し
て
脚
光
を
浴
び

て
い
る
た
め
、
高
級
魚
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
硬
く
て
細
か
い

ウ
ロ
コ
は
取
れ
に
く
い
の
で
、
背

と
腹
の
縁
に
切
り
込
み
を
入
れ
て

皮
ご
と
剥
け
ば
、
ア
ジ
の
よ
う
に

銀
箔
が
表
面
に
残
る
、
や
や
赤
み

が
か
っ
た
白
身
が
現
れ
ま
す
。
脂

は
多
く
は
な
い
で
す
が
、
旨
み
が

あ
り
、
弾
力
も
あ
る
の
で
、
三
枚

下
ろ
し
に
し
て
刺
身
や
揚
げ
物
な

ど
何
に
で
も
料
理
で
き
ま
す
。

　
骨
か
ら
の
身
離
れ
が
よ
く
、
小

骨
も
少
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
塩
焼

き
や
煮
付
け
に
し
て
も
美
味
し
い

で
す
。

ハ
シ
キ
ン
メ

ボランティアの力

⓲



夏
バ
テ
は
予
防
で
き
る
！

　
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

　
厳
し
い
暑
さ
や
気
温
・
湿
度
の

急
激
な
変
化
に
よ
り
、
自
律
神
経

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

体
調
が
悪
く
な
っ
た
状
態
を
「
夏

バ
テ
」
と
い
い
ま
す
。
主
な
症
状

は
、
全
身
の
倦
怠
感
・
思
考
力
低

下
・
食
欲
不
振
・
下
痢
・
便
秘
な

ど
。
時
に
は
頭
痛
や
発
熱
、
め
ま

い
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
夏

バ
テ
は
熱
中
症
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
自
己
管
理
を
し
て
、
夏
バ
テ

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

夏
バ
テ
の
改
善
・
予
防
策

・
気
温
差
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
外
気
温
に
合
わ
せ
て
薄
着
に

　
な
る
た
め
、
冷
房
に
よ
る
冷
え

　
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
室
温
と
外
気
の
差
は
５
℃
以

　
内
に
す
る
か
、
ひ
ざ
掛
け
な
ど

　
を
使
用
し
て
冷
え
を
防
止
し

　
ま
し
ょ
う
。

・
意
識
的
に
水
分
補
給
を
し
ま

　
し
ょ
う
。

　
　
の
ど
が
渇
い
た
感
じ
が
し
な

　
く
て
も
、
ま
め
に
水
分
補
給
を

　
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
脱
水
を
感

　
じ
に
く
い
高
齢
者
や
、
保
水
量

　
が
少
な
い
乳
幼
児
は
周
り
も
注

　
意
し
て
水
分
を
と
る
よ
う
声
か

　
け
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
汗
を
か
い

　
た
時
は
、
適
度
な
塩
分
も
同
時

　
に
補
給
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

　
ま
す
。

・
冷
た
い
飲
み
物
を
飲
み
す
ぎ
な
い
。

　
　
冷
た
い
飲
み
物
を
ゴ
ク
ゴ
ク

　
飲
む
と
、
体
を
一
気
に
冷
や
し

　
ま
す
。
体
温
の
急
激
な
変
化
で

　
だ
る
く
な
っ
た
り
、
お
な
か
を

　
壊
し
て
体
力
が
低
下
し
た
り
す

　
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
常
温

　
に
近
い
温
度
で
、
ゆ
っ
く
り
飲

　
む
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
不
規
則
な
生
活
は
自
律
神
経

　
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
や
す
く
な

　
り
ま
す
。
休
養
を
し
っ
か
り
と

　
る
こ
と
で
、
１
日
の
疲
れ
を
リ

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

・
十
分
な
栄
養
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
食
欲
が
落
ち
た
り
、
の
ど
ご

　
し
が
よ
い
そ
う
め
ん
な
ど
が
増

　
え
た
り
す
る
と
、
栄
養
が
偏
り

　
ま
す
。
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を

　
そ
ろ
え
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

　
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
特

　
に
疲
労
回
復
に
お
す
す
め
な
の

　
は
、
豚
肉
に
多
く
含
ま
れ
る
ビ

　
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
果
物
に
多
く
含

　
ま
れ
る
ク
エ
ン
酸
で
す
。

・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
す
ぎ
な
い
。

　
　
外
出
が
多
く
な
り
が
ち
な
夏

　
は
体
の
疲
労
が
た
ま
っ
た
り
、

　
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
た
り
し
て

　
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
知

　
ら
な
い
う
ち
に
心
身
と
も
に
疲

　
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法

　
や
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ
け

　
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
暑
い
夏
を
元
気
に
い
き
い
き
過

ご
す
た
め
に
、
今
か
ら
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
健
康
長
寿
推
進
係

☎
�
３
８
７
１

　
今
年
も
尾
鷲
の
夏
の
夜
空
を
彩

る「
第
64
回
お
わ
せ
港
ま
つ
り
」を

８
月
２
日
㈯
に
開
催
し
ま
す
。

　
毎
年
好
評
の
カ
ッ
タ
ー
競
技
大

会
・
魚
つ
か
み
大
会
は
も
ち
ろ

ん
、
昨
年
同
様「
熊
野
古
道
ま
つ

り
」も
同
時
開
催
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、お
わ
せ
港
ま
つ
り

前
日
に
新
聞
に
折
り
込
ま
れ
る

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。ま
た
、今
大
会
の
ポ
ス
タ
ー

及
び
協
賛
金
募
集
チ
ラ
シ
を
尾
鷲

中
学
校
美
術
部
の
皆
さ
ん
に
デ
ザ

イ
ン
を
依
頼
し
、ポ
ス
タ
ー
は
佐
々

木
歩
美
さ
ん
、チ
ラ
シ
は
山
本
麻

代
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
わ
が
ら
の
町
の
花
火
！

わ
が
ら
で
打
ち
上
げ
よ
う
！
」を

合
い
言
葉
に
、実
行
委
員
一
同
開

催
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
が
な
け

れ
ば
大
会
運
営
も
厳
し
い
状
況
で

す
の
で
、
ご
協
力
・
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
お
問
い
合
わ
せ

　
尾
鷲
観
光
物
産
協
会

☎
�
８
２
６
１

　
水
産
商
工
食
の
ま
ち
課

☎
�
８
２
２
３

おわせ

が
ん
ば
ん
り
ょ
る

コ
ー
ナ
ー

港まつり

⓳



◎企画展「熊野参詣道　伊勢路」
　伊勢神宮から熊野三山まで二つの聖地を結ぶ伊勢路。
　祈りの道として多くの旅人が歩いた参詣道の魅力に迫
ります。
◇期　間：６月 28 日㈯～８月 31 日㈰ 　＊会期中無休
　　　　　午前９時～午後５時
◇入場料：無料
◎「熊野市歴史民俗資料館館蔵品展」
　同館所蔵の貴重な資料のうち、館長のおすすめを数点
展示します。熊野市の歴史や文化、民俗についてご紹介
します。
◇日　時：６月 14 日㈯～７月 13 日㈰　＊会期中無休
　　　　　午前 10 時～午後３時
◇入場料：無料
◎ソウルフードカフェ　ジャズコンサート
　2007 年から毎年、紀北町、尾鷲市、熊野市で開催して
いることでお馴染みの「 新宿トラッドジャズフェスティ
バル」に出演するジャズバンド『ソウル・フード・カフェ』
によるコンサートを開催します。
◇日　時：７月 14 日㈪
　　　　　開場：午後６時　　開演：午後６時 30 分
◇入場料：500 円　◇定員：100 人
◎頼富本宏講演会『歴史を刻む熊野古道～大辺路・中辺路
そして伊勢路へ～』
　熊野古道大辺路、中辺路、伊勢路、これら 3 つの参詣
道の歴史を辿りながら、この世の極楽浄土を求めて歩い
た旅人や、旅人を支えた住民の思い等に迫ります。
◇日　時：７月 6 日㈰　午後 1 時 30 分～午後 3 時
◇参加料：無料　◇定員：80 人 ( 事前申込不要・先着順 )
◇講師：頼富本宏氏（東寺真言宗・実相寺住職）

◎コケの座談会「山田耕作先生を囲んで」
　熊野古道センター発行のくまの・みち叢書シリーズで、

「 東熊野路のコケ」の著者である山田耕作さんを囲んで
の座談会を開催します。
◇日　時：7 月 12 日㈯　午後１時～２時 30 分
◇参加料：無料
◇定　員：80 人 ( 事前申込不要・先着順 )
◎講座「熊野比丘尼が絵解く曼荼羅図」
　曼荼羅図を携え布教と勧進のため全国を行脚した熊野
比丘尼。本講座では「熊野観心十界図」「那智参詣曼荼羅
図」の絵解きを実演します。毎月 1 回開催します。
◇日　時：7 月 19 日㈯
　　　　　午前 11 時～正午、午後 1 時～ 2 時
◇参加料：無料
◇定　員：30 人 (事前申込不要)
◎連続講座「油彩で描く熊野古道」
　油彩で熊野古道を描く連続講座を開催します。道具の
取り扱いや制作ポイントなど基礎から丁寧に教えていた
だきます。( 年度内 4 回開催）
◇日　時：7 月 20 日㈰　午前 10 時～午後 3 時
◇参加料：年間 2,000 円 ( 保険料を含む・材料費別 )
◇定　員：15 人 ( 要事前申込・先着順 )
◇講　師：伊藤清和

（独立美術協会会員、アトリエイトウ主宰）
◇対　象：中学生以上
◎ひのきアート教室「アクセサリーづくり」
　地元の特産品である尾鷲ヒノキを使って木目が美しい
アクセサリーを作ります。
◇日　時：7 月 27 日㈰　午後 1 時～ 4 時
◇参加料：1,000 円

お問い合わせ　熊野古道センター　☎�２６６６
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　　http://www.kumanokodocenter.com/

毎週日曜日は、申込不要で参加できる「あなたも木工作家！その場でできる木工教室」（午後 1 時～3 時受付）を開
催しています。7 月の予定：6 日・13 日 ( ヒノキアート空楽風 )20 日（ヒノキのおもちゃ）27 日（木のどうぶつづ
くり・ヒノキアート空楽風）

お問い合わせ　夢古道おわせ　☎㉒１１２４
ホームページ　http://yumekodo.jp/

●お母ちゃんのランチバイキング ( 午前 11 時～午後 2 時 )
●夢古道の湯 ( 午前 10 時～午後 9 時 )
　 ・毎月 26 日はお風呂の日　　子供料金 300 円が 100 円です。

◇◆◇◆　夢古道モバイル会員募集中 !!　◆◇◆◇
　会員登録すると、最新の各種イベントのお知らせや新商品の紹介、お得な情報や
　無料クーポンなどが配信されます。登録は、右のＱＲコードをご利用ください。

 

 

▲登録用ＱＲコード
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肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

お
知
ら
せ

★
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
今
年
度
に
お
い
て

　
満
40
歳
に
な
る
人（
昭
和
49
年
４
月
１
日

　
か
ら
昭
和
50
年
３
月
31
日
生
ま
れ
ま
で
）

②
市
内
に
住
所
を
有
し
、
今
年
度
に
お
い
て

　
満
41
歳
以
上
に
な
る
者
で
あ
っ
て
過
去
に

　
市
が
実
施
し
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受

　
け
た
こ
と
が
な
く
、
検
診
を
希
望
す
る
人

★
申
込
方
法

　
対
象
者
①
の
人
は
市
内
医
療
機
関
に
直

　
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
案
内
に
同
封
の
医
療
機
関
参
照
）

　
対
象
者
②
の
人
は
福
祉
保
健
課
健
康
長

　
寿
推
進
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
実
施
期
間

　

平
成
26
年
11
月
29
日
㈯
ま
で　
　
　

★
検
診
内
容

　

血
液
検
査（
Ｂ
型・Ｃ
型
ウ
ィ
ル
ス
検
査
）

★
検
診
料

　

無
料

　　
　
お
問
い
合
わ
せ　

　
　
　
　
　
健
康
長
寿
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
３
８
７
１

当 番 医

当 番 薬 局

午前９時から午後 5 時まで

　時間は原則として午前９時～午後５時
　救急医療情報システムは☎�１１９９
◎変更する場合もあります。
◎紀北医師会
　http://www.kihoku-med.or.jp/

　各診療所での休日診療は、原則、第１・
３・５日曜日です。なお尾鷲総合病院で
は、すべての休日に、紀北医師会の当番
医が一次診療を行っています。

月　日 医　院　名 電　話
7/ 6 玉 置 眼 科 �５６１１
7/20 三木浦診療所 �２３１６

月　日 薬　局　名　
7/ 6 く ろ だ 薬 局 病 院 前
7/13 く ろ だ 薬 局 病 院 前
7/20 く ろ だ 薬 局 病 院 前
7/21 く ろ だ 薬 局 病 院 前
7/27 く ろ だ 薬 局 病 院 前

休日の急病はこちら

◎乳がん・子宮頸がん検診
【自己負担金】乳がん：1,000 円　子宮がん：1,000 円）

実 施 日 受付時間 会 場 定 員

７月 28 日㈪
　（申し込みは

７/ ８日㈫から）

 9:30 ～
10:30 福祉保健センター 乳がん 40 人

 13:40 ～
14:20 須賀利荷置場 乳がん 40 人

13:40 ～
14:20 須賀利荷置場 子宮頸がん 80 人

お申込み先　須賀利センター☎�２００１　健康長寿推進係☎�３８７１
子宮頸部・体部がん検診は、下記の医療機関で随時、受診することができます。
　尾鷲総合病院　☎� 3111　上田医院　☎� 1329
　海山レディースクリニック　☎� 0888

お問い合わせ　　健康長寿推進係☎�３８７１

◎胃がん・肺がん検診
【自己負担金】胃がん：1,000 円　肺がん・結核：500 円　喀

かくたん
痰：500 円）

実 施 日 受付時間 会 場 定 員

７月 16 日㈬
　（申し込みは

6/24 日㈫から）

 8:30 ～
　　 8:45

早田コミュニティー
センター

胃がん 50 人
肺がん 100 人

 9:45 ～
　 10:00 九鬼魚市場 胃がん 50 人

肺がん 100 人
お申込み先　九鬼センター☎�２００４　健康長寿推進係☎�３８７１

◎熊野古道世界遺産登録 10 周年記念
K

コ コ
oko（心）K

カ ラ
ara（体）健康ウォーキングデー

　「ココロとカラダの健康づくり」のために、みんなで一緒にウォーキ
ングを楽しみましょう。

日 時 コ ー ス 集 合 場 所
７月７日㈪
午前９時 30 分

～正午

向井コース
3.3㎞

集合場所　熊野古道センター
受付時間　午前 9 時 30 分～ 45 分

※必ず、事前に下記までお電話か直接お申込みください。
申込み受付は 7 月 1 日㈫からです。

（平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで）
※参加費無料
※小雨決行。なお、雨天の場合は当日の午前 7 時に決定します。

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

�



　
「
漁
師
に
な
り
た
い
！
」と
い

う
強
い
思
い
が
あ
る
人
の
た
め

に
、
早
田
漁
師
塾
は
漁
村
に
密
着

し
た
育
成
機
関
と
し
て
、
漁
業
の

現
場
を
体
感
し
学
べ
る
場
を
提
供

し
ま
す
。

★
期
間　
10
月
26
日
㈰
～

11
月
22
日
㈯（
予
定
）

★
場
所　
早
田
町

★
対
象
者　

・
生
涯
、三
重
県
内
で
漁
師
と
し

て
生
き
る
覚
悟
が
あ
る
人

・
地
域
、
漁
業
の
ル
ー
ル
を
守
れ

　
る
人

・
自
治
会
活
動
な
ど
地
域
行
事
に

　
参
加
で
き
る
人

・
地
域
に
馴
染
む
努
力
が
で
き
る
人

・
体
力
に
自
信
が
あ
る
人

★
講
習
費
用　
無
料　

　
※
早
田
町
ま
で
の
交
通
費
、
研

　
修
期
間
中
の
食
費
等
は
自
己
負

　
担
と
な
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
三
重
県
水
産
協
議
会

☎
０
５
９・２
２
８・６
６
７
０

　
三
重
県
の
緊
急
雇
用
創
出
基
金

事
業
市
町
等
補
助
金
を
活
用
し
、

雇
用
の
拡
大
に
向
け
た
多
様
な
人

づ
く
り
を
支
援
す
る
事
業
を
民
間

企
業
等
に
委
託
し
ま
す
。
地
域
の

産
業
や
社
会
情
勢
等
の
実
情
に
応

じ
た
工
夫
あ
る
取
組
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

★
事
業
内
容

　
新
規
に
失
業
者
を
雇
用
し
、
実

習
や
研
修
等
に
よ
り
必
要
な
知

識
・
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
人

材
育
成
を
行
う
事
業

★
募
集
期
限　
　
７
月
24
日
㈭

　
※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
い

　
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
水
産
商
工
食
の
ま
ち
課

☎
�
８
１
３
３

　

７
月
11
日
㈮
か
ら
20
日
㈰
ま

で
の
10
日
間
、
夏
の
交
通
安
全
県

民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
い
着
用
の
徹
底

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

以
上
の
４
つ
の
重
点
を
目
標

に
、「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運

動
」早
朝
街
頭
指
導
、
ミ
ル
ミ
ル

ウ
エ
ー
ブ
等
の
啓
発
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
２
５
０

　
来
年
１
月
開
催
予
定
の
第
57
回

成
人
式
に
向
け
、
新
成
人
に
よ
る

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
成
人
式
の
主
役
は
新
成
人
の
皆

さ
ん
で
す
。
記
念
す
べ
き
式
典
と

な
る
よ
う
、
式
典
の
企
画
・
運
営

に
携
わ
る
実
行
委
員
に
、
ぜ
ひ
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

★
募
集
期
限　
７
月
31
日
㈭

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
生
涯
学
習
課

☎
�
８
２
９
３

　
肌
に
優
し
い
植
物
性
オ
イ
ル
を

使
っ
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験

を
通
し
て
、
親
子
の
絆
を
深
め
る

家
庭
教
育
支
援
講
座
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
日
時　
７
月
23
日
㈬

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

★
場
所　
中
央
公
民
館
３
階
和
室

★
対
象
年
齢３

か
月
～
１
歳
く
ら
い

★
定
員　
15
組

参
加
費　
１
、０
０
０
円

※
７
月
11
日
㈮
ま
で
に
事
前
申

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
生
涯
学
習
課　

☎
�
０
０
０
１

平
成
25
年
度
の
情
報
公
開
の
実
施

状
況

○
情
報
公
開
請
求
の
状
況

　
請
求
件
数　
　
71
件

　
処
理
件
数　
　
71
件

（
市
内
62
件
、
市
外
９
件
）

○
公
文
書
の
公
開
状
況

　
公
開　
　
　
　
49
件

　
部
分
公
開　
　
17
件

　
非
公
開　
　
　
２
件

　
不
存
在　
　
　
３
件

○
主
な
請
求
文
書

　
工
事
設
計
書
な
ど

平
成
25
年
度
の
個
人
情
報
保
護
制

度
の
運
用
状
況

○
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
届
出
件
数

　
　
　
　
　
　
　
10
件

○
個
人
情
報
の
開
示
等
請
求
の
状
況

　
請
求
件
数　
　
８
件

　
処
理
件
数　
　
８
件

　
（
市
内
４
件
、
市
外
４
件
）

○
開
示
請
求
の
決
定
状
況

　
開
示　
　
　
　
７
件

　
一
部
開
示　
　
１
件

　
非
開
示　
　
　
０
件

○
目
的
外
利
用
及
び
外
部
提
供
件
数

　
目
的
外
利
用　
８
件

　
外
部
提
供　
　
７
件

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
総
務
課　
☎
�
８
１
１
２

有
　
料
　
広
　
告
　
欄

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
９月号の締め切りは、７月 16 日 ㈬ です。
大きさ １枠　縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、

お問い合わせ
ください。

市長公室
☎㉓８１３２

掲載料
１枠につき月額
市内業者　１０，０００円
市外業者　１５，０００円

固定資産税２期、国民健康保険税２期、後期高齢者医療保険料１期の納期限は７月 31 日㈭です。
税務課　☎�８１７３

 

早
田
漁
師
塾

第
３
期
生
募
集

「
地
域
人
づ
く
り
事
業
」の

事
業
提
案
を
募
集
し
ま
す

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

成
人
式
実
行
委
員
募
集

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

体
験
講
座
開
催

情
報
公
開
の
実
施
状
況

�



■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料

に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が

納
め
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
保
険

料
額
決
定
通
知
書
は
、
７
月
中
旬

頃
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
納
付
方
法

は
、
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を

受
け
取
っ
て
い
る
人
は
原
則
と
し

て
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
「
特

別
徴
収
」、
そ
れ
以
外
の
人
は
納

付
書
や
口
座
振
替
で
納
め
る
「
普

通
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。

■
普
通
徴
収
で
納
付
し
て
い
る
人

人
は「
口
座
振
替
」が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば
、
納

期
ご
と
に
金
融
機
関
な
ど
に
行
く

手
間
が
省
け
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
な
り
ま
す
。

■
納
付
方
法
の
「
年
金
天
引
き
」
を

「
口
座
振
替
」に
変
更
で
き
ま
す

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
特
別
徴

収
（
年
金
天
引
き
）
が
原
則
と
な

り
ま
す
が
、
申
請
す
る
こ
と
で
口

座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
申
請
か
ら
変
更
ま

で
数
か
月
か
か
る
た
め
、
希
望
す

る
人
は
早
め
に
税
務
課
ま
た
は
各

地
区
セ
ン
タ
ー
（
旧
出
張
所
）
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
10
月
か
ら
の
年
金
天
引
き
の
中

止
を
希
望
す
る
人
は
、
７
月
末
日

ま
で
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振
替

で
納
付
し
て
い
た
人
へ

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
に
つ
い
て
も
口
座
振
替
に
よ
る

納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
改
め

て
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま

す
。（
制
度
が
異
な
る
た
め
国
民

健
康
保
険
税
の
口
座
は
引
き
継
げ

ま
せ
ん
。）
税
務
課
や
各
地
区
セ

ン
タ
ー
（
旧
出
張
所
）
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
税
務
課　
☎
�
８
１
７
１

◎
司
法
書
士
相
談
（
要
予
約
）

　
15
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

　
黒　
久
恭　
司
法
書
士

◎
人
権
相
談

　
18
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

　
市
人
権
擁
護
委
員

　
佐
々
木　
秀
玄　
氏

　
川　
上　
悦
子　
氏

◎
行
政
相
談
（
要
予
約
）

　
23
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
岡
本　
紘
幸　
行
政
相
談
委
員

◎
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
23
日
㈬　
午
後
１
時
30
分
～

午
後
６
時

　
本
間　
博
子　
弁
護
士

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
�
８
２
５
０

◎
児
童
相
談
・
女
性
相
談

　
８
日
㈫　
午
前
９
時
～午

後
５
時

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
１

「
熊
野
古
道
世
界
遺
産
登
録
10
周

年
記
念
式
典
」と「
食
の
幸
フ
ェ

ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
熊
野
市
観
光
協
会
に
よ

る
記
念
花
火
も
七
里
御
浜
で
行
わ

れ
ま
す
。

（
午
後
８
時
か
ら
15
分
程
度
、雨
天

高
波
中
止
）

★
記
念
式
典

　
日
時　
７
月
６
日
㈰

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分

　
場
所　
熊
野
市
民
会
館

　
※
無
料
、申
し
込
み
不
要

★
食
の
幸
フ
ェ
ス
タ

　
日
時　
７
月
６
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
２
時

　
場
所　
熊
野
市
記
念
通
り

　
お
問
い
合
わ
せ

　
三
重
県
東
紀
州
振
興
課

　
☎
０
５
９・２
２
４・２
１
９
３

試
験
日
時　
11
月
27
日
㈭

午
後
１
時
か
ら

試
験
会
場

　
　
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
受
付　
　
７
月
１
日
㈫
～

８
月
25
日
㈪

お
問
い
合
せ

　
三
重
県
下
水
道
公
社　
総
務
課

　
☎
０
５
９
８・５
３・２
３
３
１

　
建
設
課　
☎
�
８
２
４
３

　　老人クラブ 7 月の講座　老人クラブ連合会　☎�７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケさくら 7･18 日 午前９時 30 分～ コーラス ９･23 日 午後１時 30 分～

カラオケたんぽぽ 14･28 日 午前９時 30 分～ 民 謡 ３･17 日 午前 10 時～

俳 句 ７日 午後１時 30 分～ 生 花 11･25 日 午前 9 時 30 分～

折 り 紙 ８･22 日 午前 9 時 30 分～ 日 舞 ４･18・22 日 午前９時 30 分～

書 道 ２･23 日 午前９時 30 分～ 詩 吟 ４･18 日 午後１時 30 分～

茶 道 ２･30 日 午後 0 時 30 分～

海の幸・山の幸！　尾鷲の名産がお買い得 !!

７月５日㈯・８月２日㈯
午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　水産商工食のまち課☎㉓８２１５
　　　事務局　尾鷲商工会議所☎㉒２６８２
出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 

市　
民　
相　
談

「三木浦こいやぁ」は７月20日㈰に開催します。

曽　根　7月 1日㈫
賀　田　7月 2日㈬
　　　　　　　　　～ 7日㈪
お問い合わせ

クリンクルセンター
　　　　　　　☎�０６０５

し 尿 く み 取 り 日 程

熊
野
古
道
世
界
遺
産
登
録

 

10
周
年
記
念
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

�
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平
成
２
６
年
）

７
月
号

発
行

日
　

平
成

２
６

年
７

月
１

日
編

集
者

　
尾

鷲
市

市
長

公
室

秘
書

広
報

係
〒

519-3696 三
重

県
尾

鷲
市

中
央

町
10

番
43

号
☎

0597-23-8132　
FAX0597-22-2111

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.city.ow
ase.lg.jp/

N
o.725

広
報

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !!
★
今
月
の
夜
間
観
望
会

４
日
㈮
～
５
日
㈯

　
「
上
弦
の
頃
の
月・七
夕
の
星
々

　

(

こ
と
座
ベ
ガ
・
わ
し
座
ア
ル

　
タ
イ
ル)
」

11
日
㈮
～
12
日
㈯

　
「
土
星
・
七
夕
の
星
々(
こ
と

　

座
ベ
ガ
・
わ
し
座
ア
ル
タ
イ

　
ル)

」

18
日
㈮
～
19
日
㈯

　
「
土
星
・
ヘ
ル
ク
レ
ス
座
球
状

　
星
団(

Ｍ
13)

こ
と
座
ベ
ガ
・

　
白
鳥
座
ア
ル
ビ
レ
オ
」

25
日
㈮
～
26
日
㈯

　
「
土
星
・
さ
そ
り
座
ア
ン
タ
レ

　
ス
・
球
状
星
団(

Ｍ
４)

」

・
入
館
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館
し

　
ま
す
。

★
昼
間
の
一
般
観
望

　
金
・
土
・
日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

★
毎
月
第
三
日
曜
は『
家
庭
の
日
』

　
で
入
館
料
は
無
料
で
す
。

◆
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
日
時　
７
月
19
日
㈯

　
開
演　
午
後
６
時
30
分

　
入
場
料　
１
、０
０
０
円

販
売
場
所　
中
央
公
民
館
ほ
か

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ
・
自
由
参
加

日
時　
７
月
３
日
㈭

①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

②
０
歳
児
と
保
護
者

　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

場
所　
３
階　
和
室

内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、
わ
ら
べ

　
　
　
う
た
、
指
遊
び
な
ど

※
兄
弟
で
の
参
加
は
「
１
歳
児
以

上
」
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

◆
お
は
な
し
の
時
間
・
自
由
参
加

日
時　
７
月
10
・
17
・
24
日
㈭

　
　
　
午
後
３
時
～
４
時

場
所　
図
書
館
幼
児
室　

対
象   

幼
児

内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み
聞

　
　
　
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場
・
自
由
参
加

日
時　
７
月
12
・
26
日
㈯

　
　
　
午
前
11
時
～
正
午

場
所　
図
書
館
幼
児
室　

対
象   

小
学
生

内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
ほ
か

７
月
の
休
館
日

　
７
・
14
・
20
・
21
・
28
・
31
日

編
　
集
　
後
　
記

　
７
月
に
な
り
ま
し
た
ね
。
我

が
家
で
飼
っ
て
い
る
メ
ダ
カ
が

春
頃
か
ら
卵
を
産
み
、
そ
の
卵

か
ら
稚
魚
が
産
ま
れ
て
い
ま
す
。

早
く
生
ま
れ
た
稚
魚
か
ら
順
に

少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
今
後
の
成
長
が
楽
し

み
で
す
。

梅
雨
…
で
す
が
、
こ
の
頃
は

よ
く
晴
れ
、雨
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の

広
報
紙
を
手
に
す
る
頃
、ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

の
雲
行
き
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
気
に
な
り
ま
す
。

♠
尾
鷲
市
も
市
制
施
行
60
周
年

を
迎
え
、今
月
は
熊
野
古
道
登
録

10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
世
界
遺

産
と
言
え
ば
、昨
年
は
富
士
山
が

今
年
は
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業

遺
産
群
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

国
内
で
は
18
件
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、何
か
所
く
ら
い
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

《
一
般
図
書
》

・
本
屋
さ
ん
の
ダ
イ
ア
ナ　
柚ゆ
ず
き木
麻あ

さ
こ子
著

　
孤
独
な
金
髪
少
女
大
穴
（
ダ
イ
ア
ナ
）
と
初
め
て
の
友
だ
ち
・
彩
子
の

共
通
点
は
本
が
好
き
な
こ
と
。
育
っ
た
環
境

が
大
き
く
違
う
か
ら
こ
そ
お
互
い
に
惹
か
れ

あ
う
二
人
。
す
れ
違
い
、
傷
つ
き
、
葛
藤
し
、

数
々
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
、つ
い
に「
腹
心

の
友
」に
。
小
学
校
３
年
生
か
ら
22
歳
ま
で

の
成
長
物
語
。

・
森
で
は
た
ら
く
！
27
人
の
27
の
仕
事  

古ふ
る
か
わ川
大だ

い
す
け輔
・
山や

ま
ざ
き崎 

亮り
ょ
う
　
編
著

　
森
を
伐
る
人
、
森
で
癒
す
人
、
森
に
棲
む
人
、
森
を
書
く
人
、
森
を
写

す
人
、
森
を
届
け
る
人
・・・
。
林
業
だ
け
じ
ゃ

な
い
、
多
彩
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
ひ
た
む

き
な
「
森
で
は
た
ら
く
」
27
人
の
想
い
を
綴
っ

た
１
冊
。
ち
な
み
に
・
・「
森
を
書
く
人
」
は

三
浦
し
を
ん
さ
ん
で
す
。

そ
の
他

・
比
較
文
化
の
す
す
め　
池い

け
だ田 

雅ま
さ
ゆ
き之  

著 

・
ゆ
ず
こ
の
形
見　
伊い

と
う藤 

た
か
み 

著

・
強
い
体
を
つ
く
る
登
山
エ
ク
サ
サ
イ
ズ　
山
ジ
ム
研
究
会 

著

《
児
童
図
書
》

・
パ
パ
は
わ
る
も
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン　
板い

た
ば
し橋

雅ま
さ
ひ
ろ弘　

作　
吉よ

し
だ田

尚ひ
さ
の
り令　

絵

　

ぼ
く
の
パ
パ
は
、
わ
る
も
の
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
。
正
義

の
味
方
と
闘
っ
て
、
や
っ
つ
け
ら
れ
る
の
が
パ
パ
の

仕
事
。で
も
、今
日
の
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
は
違
っ
た
！　

パ
パ
わ
る
シ
リ
ー
ズ
の
第
２
弾
。
第
１
弾
『
パ
パ
の

し
ご
と
は
わ
る
も
の
で
す
』
も
併
せ
て
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

そ
の
他

・
あ
の
ほ
し 

な
ん
の
ほ
し　
み
き
つ 
き
み　
文

・
ヒ
ワ
と
ゾ
ウ
ガ
メ
よ　
安あ

ん
ど
う東 

み
き
え　
さ
く

天 

文 

科 

学 

館
☎
�
０
５
２
５

図 

書 

館
☎
�
８
２
８
２

人　の　動　き
（５月末現在）

　人　口 19,725 人　　（前月比 -16）
  （男 9,182 人　女 10,543 人）

　世帯数 9,922 世帯（前月比 +20）
　転　入　 46人　 　転　出　42 人
　出　生　  ８人　　 死　亡　28 人

その他  　 0 人　　（住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

大

市
民
文
化
会
館

☎
�
３
０
０
０

お
わ
せ
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